
令和７年度 

全国学力・学習状況調査の結果から② 中学校編 
 ４月１６日(水)、１７日(木)に実施した調査結果をもとに、大樹町教育研究所の協力で概要と改善のポイント

をまとめましたので、１０月号の小学校編に続き、中学校編をお知らせします。 

学力調査の状況 

 令和７年度の調査について、平均正答率（国語・数学）および IRT スコア（理科）と正答数分布（国語・数学）

および IRT バンド分布（理科）を比較したものが上記のグラフになります。 

平均正答率および IRT スコアを比較すると、国語と理科で全国を上回り、数学は全国とほほ同じ程度という結

果となりました。正答数分布を比較すると、国語と数学ともに第１四分位層が全国より少なく、第２・３四分位

層が全国より多い結果となりました。理科は１・２の割合が全国より少なく、３の割合が全国より多い結果にな

りました。この状況から、どの教科においても学力が概ね定着できていると考えられます。 

また、生徒質問紙調査から「学習習慣」の定着状況が全国と比べるとやや低いこと、「教科に関する意識」に対

する肯定的な回答が高いほど、学力も高くなる傾向にあるということを読み取ることができました。今回の結果

を踏まえ、すべての教科において、教科に対する興味・関心を育むような授業改善を通して、基礎・基本の確実

な定着を目指し学力向上を図っていきます。 

調査結果概要と改善のポイント 

 

国語 数学 

◇「知識及び技能」、「思考力・判断力・表現力等」の

内容において全国の平均正答率を上回っており、ど

の領域においても確かな学力の定着が見られた。 

★すべての教科の基盤である国語の力を育てるため

に、これまで同様、粘り強く課題に向き合い必要な

情報を読み取り自分の考えをまとめる授業づくり

を継続していく。 

◇「図形」「関数」の領域と「知識及び技能」の観点に

おいて、全国の平均正答率を上回ることができた。

一方、「数と式」の領域と「思考力・判断力・表現力

等」の観点において課題が見られた。 

★数学的な見方や考え方を育てるために、数学的活動

を通した課題解決をする授業のなかで、思考のプロ

セスの定着を目指していく。 

理科 生徒質問紙 

◇「粒子」「地球」の領域において全国の正答率を上回

ることができた。一方、「エネルギー」「生命」の領

域において全国の正答率を下回る問題もあった。 

★複数の知識を関連させたり、図から必要な情報を読

み取り活用したりする力を育てるために、実験結果

の考察から新たな問いを考えるといった思考し続

ける授業づくりを継続していく。 

◇教科を中心とした学力・学習状況では、「国語の学習

活動」「国語に関する意識」「主体的・対話的で深い

学び」「ICT を活用した学習状況」の領域で、その他

の学力・学習状況では、「生活習慣」「向社会性」の

領域で全国平均を大きく上回った。 

★生活習慣や向社会性など家庭と連携した取組が結

果として表れている。今後も取組を継続していく。 
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